
第１４　感染症対策

１　感染症発生状況

（１）類別・市別発生状況

令和4年度

合計 草津市 守山市 栗東市 野洲市

42         18         8          10         6          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

25         11         5          4          5          

-          -          -          -          -          

25         11         5          4          5          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

17         7          3          6          1          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

17         7          3          6          1          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

（２）発生時の対応（積極的疫学調査の実施）
令和4年度

合計 草津市 守山市 栗東市 野洲市

39         14         9          7          9          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

27         11         5          5          6          

-          -          -          -          -          

27         11         5          5          6          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

9          2          4          1          2          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

9          2          4          1          2          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

3          1          -          1          1          

-          -          -          -          -          

3          1          -          1          1          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          

-          -          -          -          -          風しん
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２　特定感染症対策

当所では、昭和62年度から毎週、ＨＩＶ抗原抗体検査を開始しました。

平成５年度からは、検査時にカウンセラーを配置し、相談体制の強化をはかりました。

平成１８年８月からは、ＨＩＶ抗体検査、平成１９年１０月からは梅毒・肝炎ウイルス（Ｂ型・Ｃ型）の

即日検査を導入し、毎月２回開催しています。

平成２１年１０月からは県下全保健所にて、即日検査が導入されています。

　①　エイズ相談実施状況

検 査 前 検 査 後

574         186         179        5          204        

757         279         261        8          209        

症 状 73          35          20         1          17         

検 査 404         165         45         5          189        

感 染 経 路 99          60          37         1          1          

予 防 方 法 153         12          141        -          -          

患 者 発 生 状 況 4           2           2          -          -          

そ の 他 24          5           16         1          2          

（１）エイズ予防対策
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　②　エイズ抗体検査件数（男女別・年齢別）

年　齢 ～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～ 計

計 4            67           55           27           33           186          

平成 検査件数

7 105

8 112
9 174
10 112
11 152
12 150
13 163
14 172
15 153
16 251
17 184
18 223
19 273
20 340
21 346
22 295
23 255
24 278
25 283
26 286
27 262
28 239
29 199
30 239
31 244

令和2 156
3 142
4 186

　③　エイズ啓発活動

　ア　啓発事業

・世界エイズデーにおける拡大検査

　イ　研修会等

　令和４年度は実施せず。

令和4年12月14日
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（２）梅毒検査

　　①　梅毒検査件数（男女別・年齢別）

（３）肝炎ウイルス検査

　　①　ＨＣＶ抗体検査件数（男女別・年齢別）

　　②　ＨＢｓ抗原検査件数（男女別・年齢別）

32        185       

計年齢 ～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～

計 4         67        55        27        

33        186       

計年齢 ～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～

計 4         68        56        25        

33        188       

計年齢 ～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～

計 4         68        57        26        



3　その他

（１）肝炎治療特別促進事業（インターフェロンフリー・インターフェロン・核酸アナログ製剤治療助成制度）

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（２）肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（３） 血液製剤（フィブリノゲン製剤）使用公表に伴なう相談

相談内容の内訳
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

新規・更新申請等総数 延長申請 償還払い

3220230

申請等総数 新規

1 0

0

更新

1

返還

変更・転入 取下げ

007

再交付・返還

患者（元患者、Ｃ型肝炎患者等（身内含む）） 医療機関

総
数

※　厚生労働省を通じ平成１９年１0月に血液製剤の使用に関して再公表（平成１６年１２月に公表されたフィブ
リノゲン製剤投与に関するお知らせ）された。
　平成２０年４月から肝炎治療特別促進事業が開始され、助成制度に関する相談件数が増加した。

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）


